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当会は2006年５月15日～19日

ゼレノグラード経済特区への

J銀行相談役）を派遣した。 

両特区は、2005年７月の連邦

した６カ所の経済特区のうち

ガスをはじめとする資源・素

する均衡のとれた第２次産業

第３次産業の育成・発展も目

今回の訪問団は、ロシア経済

政府幹部から当該特区の概要

重要施設や関係企業等を視察
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ア経済特区の現在と未来 

会訪問団の現地視察報告－ 

、タタールスタン共和国エラブーガ経済特区およびモスクワ

視察訪問団（団長：高垣佑ロシア東欧貿易会会長・三菱東京

法「経済特区について」の成立後、連邦政府の決定により発

の２カ所である。同特区制度導入の主たる狙いは、石油・天

材部門に偏重した産業構造からの脱却を図り、製造業を中心

を早急に形成することにあるが、各種のサービス産業等を含

指している。 

特区庁の全面的協力のもとに、両特区の政府関係代表者、地

および特区進出のメリット等の説明を受けるとともに、現地

した。そこで今号では同訪問団の報告をお届けする。 
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